
内閣総理大臣 殿 

日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准
ひ じ ゅ ん

を求める署名 
 

被爆７５年にあたる２０２０年１０月２４日、核兵器禁止条約の発効要件を満た

す５０カ国の批准書（加入書を含む）が寄託され、２０２１年１月２２日に発効

となりました。核兵器の使用が国際法で禁止されたのです。 

今や核保有国を含む世界の市民の多くが、核兵器が反人間的兵器で不要な 

ものであることを知るところとなりました。 

戦争による核攻撃を受けた唯一の国である日本政府は、核兵器の禁止から 

廃絶へ、今こそ先頭に立って世界をリードするときです。 

私は、日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求めます。 
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いわて生協・いわて生協労働組合  

 署名の提出 宅配、店舗サービスカウンターまで。 ◆

お問い合わせ 組合員活動チーム TEL 019-603-8299 ◆

岩手県滝沢市土沢 220-3  

◆提出〆切 一次 １２月２０日 
二次  1月２０日 
最終  ２月２８日 

ご記入いただいた個人情報は、この要請目的以外には使用しません。 ◆

名前はフルネームで、住所は番地まで記入お願いします（「同上」「〃」は不可）。賛同いただければ代筆も可能です。 ◆

（     市町村    歳代） 

以下のメッセージの記入は任意です。署名とは切り離し、県選出国会議員への要請といわて生協広報物で活用させていただきます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

核兵器は  いらない 
日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求めます 

「日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める署名」にご協力をお願いします 

平和な世界をただ祈るだけでなく 

一人ひとりが具体的な行動を 

被爆者 サーロー節子さんのメッセージ 

◆署名にご協力お願いします。 

また、ぜひご家族や周りの方にも

呼びかけをお願いします。 

動画で学習 

 
 

 

◆いわて生協学習動画 

「核兵器のない世界のため

に私たちができること」 

 

◆ロシアによるウクライナ侵攻で、多

くの命が奪われる中、プーチン大統

領は「核兵器の使用もありうる」と

発言し、核兵器使用のリスクが高ま

っています。 

◆現在、世界には１万2,705発の核弾

頭があり、世界を何度も滅ぼせるだ

けの核兵器が存在しています。 

 

◆2017年から世界で取り組

まれた「ヒバクシャ国際署

名」には、いわて生協でも

取り組み、10万筆の署名が

寄せられました。 

 

◆2017年、核兵器を「作ることも、持つこと

も、使うことも、これらに協力することも」

禁止した核兵器禁止条約が、国連加盟国の

2/３にあたる122カ国の賛成で成立しまし

た。2021年に発効し、核兵器は正式に国際

法違反となりました。 

◆この条約は、日本の被爆者の「核兵器のな

い世界を実現したい」という声と、長年の

運動が実を結んだものです。この思いに賛

同する「ヒバクシャ国際署名」には世界中

から1,370万筆が集まり、条約成立の力にな

りました。 

被爆者の悲願、核兵器禁止条約が成立 

ロシアはウクライナ侵攻に際し、核兵器の使用を示唆 

核兵器のない世界のために 

◆核兵器保有国とその核の傘の下にある国は、この条

約に参加していません。「核兵器があることで戦争

を防げるから」というのがその理由ですが、実際に

は、核兵器があっても多くの戦争が起きています。 

インド・パキスタン間で１週間

程度の核戦争が起きた場合の予測

では、兵器による死者

に加え、発生したすすが太陽を

遮ることで地球の気温は６度前後

低下。食料生産が激減し、

が餓死するとしています。 

核戦争が起きれば、その被害は

全世界に及びます。 
※22 年アメリカ・ラトガース大研究チームの発表 

核戦争で 21 億人が餓死？！ 

◆唯一の戦争被爆国である日本は、まだ

核兵器禁止条約に参加していません。

核兵器のない世界への動きをすすめる

ために、この条約に日本も参加するこ

とを求める署名にとりくみます。 

◆また核兵器がある限

り、事故やミスから核

戦争が起こる可能性が

あります。近年では、

サイバー攻撃による核

兵器の誤作動やテロの

標的になることの危険

も高まっています。 


